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プロジェクトマネジメント学会論文審査方針
	
	分類
	論文の内容
	審査の方針

	
	
	
	個別事項
	共通事項

	論文（Original Paper）
	Ⅰ
	研究論文（Research Paper）
プロジェクトマネジメントの全分野あるいは各専門分野において，オリジナリティがあると著者が判断するもの．ただしオリジナリティの方向は問わない．
	オリジナリティ，従来の理論水準，理論的成果からの発展があり，会員に有用であるか否かの審査．
	論文として備えるべきオリジナリティ，信頼性，体裁を確保するための審査（表現上の問題点についても，審査の上，修正を要請する)．

	
	Ⅱ
	報告論文（Applied Research Paper)
プロジェクトマネジメント学会の実践的，応用的な性格に鑑み，プロジェクト実施例等著者の体験を論じ，学会の共有データ化を志向する論文をこの分類にまとめる．
	著者らの独自の観点から，事例，体験の説明が会員に理解可能な形で書かれているか否かの審査．単なる紹介や体験談ではなく，一般化がなされているか否かの審査．
	

	
	Ⅲ
	総説論文（Contributed Paper)
プロジェクトマネジメントの全分野あるいは各専門分野において，これまでの学問的成果を総括し，将来展望を切り拓こうとするもの．
	特定研究分野に関するバランスの取れた評価がなされており，かつ，プロジェクトマネジメントの学問的体系化に貢献する内容を含んでいるか否か，将来の展望を拓く上で貢献があるか否かの審査．
	

	
	Ⅳ
	研究ノート（Research Note)
プロジェクトマネジメントの全分野あるいは各専門分野において，今後プロジェクトマネジメントに用いられる可能性のある新手法や考え方の提案で，オリジナリティおよび速報性があるもの．ただし，完結性は問わない．内容を充実させ，Ⅰ，Ⅱ，Ⅲへの投稿は妨げない．
	プロジェクトマネジメントの将来に貢献が期待できるかどうかを審査．
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